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ザ (t)= ポ叫V何十J石両(t) (2) 
に従う.なお，R(t)は分散が lの白色ガウス雑音である.ここでは，
を境界として状態を〈りと(ァ)の二つに分けることにより下と Dpを









メー タ， 7=l，tz/ι=5.0とし， ση は (Z2)= 0.1を満たすように変化させて動的不均一場を生
成する，また，粒子ダイナミクスのパラメータは kBT= 1.0， Dtr) / D~l) = 10 2とする.


















のピークの高さを α2.maxとするとき，図 2と函 3か
ら明らかなように非ガウス性は動的不均一領域の面
覆分率にで誌なく，面積分率の分散に対応して大きく
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図 1: 炉内丸，左軸)および σ~ (ニ角，
主軸)のα依存性
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図 3:非ガウス性的，nlaxのσ3依存性
